
特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

手許現金有高 165,880

北洋銀行　栗山支店 2,171,289

空知信用金庫　栗山支店 4,725

204,305

流動資産合計 2,546,199

2 固定資産

事務所　内装工事 660,250

1,580,040

マイクロバス　１台 2,447,240

事務所内　備品一式 他 330,146

固定資産合計 5,017,676

資産合計（Ａ） 7,563,875

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

理事長　鈴木貴浩 4,100,000

岩見沢税務署　源泉所得税 63,559

流動負債合計 4,163,559

2 固定負債

北洋銀行　栗山支店 1,395,400

日本政策金融公庫 300,000

固定負債合計 1,695,400

負債合計（Ｂ） 5,858,959

正味財産（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 1,704,916

車　輌　運　搬　具

什    器    備    品

貯 蔵 品

長 期 借 入 金

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

短 期 借 入 金

預 り 金

建　　　　　　　　物

構　　　築　　　物

平成26年度　財　産　目　録
平成27年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）

現 金

普 通 預 金



別記第５号様式の２（第２条関係）

北海道知事　様

特定非営利活動法人の名称　

代表者の氏名 鈴　　木　　　貴　　浩 印

電話番号　　　　　　　　　　 (0123)  72 - 6655

１

２

３

４

５

６

平成27年　6月　30日　

事　業　報　告　書　等　提　出　書

　次に掲げる前事業年度（　26年　4月　1日から　27年　3月　31日まで）の事業報告書等について、特

定非営利活動促進法第29条第１項の規定により、提出します。

記

　前事業年度の事業報告書

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　前事業年度の財産目録

　前事業年度の貸借対照表

　前事業年度の収支計算書

　前事業年度の役員名簿

　前事業年度の社員のうち10人以上の者の氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名）及び

住所又は居所を記載した書面



１　事業の成果

２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事　業　内　容 実施月日 実施場所
従事者

の人数

受益対象者の

範囲及び人数

支出額

（千円）
サッカーを中心

とする、各ス

ポーツ競技のク

ラブチーム運営

事業

サッカークラブチームU-15（中

学生）・U-18（高校生）・TOP
（成人）・ﾚﾃﾞｨｰｽ（女子）の技

術指導及び運営管理

平成２６年

４月１日か

ら平成２７

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊地域の

中学生･高校

生･一般成人の

男女９１名

15,243

サッカーを中心

とする、各ス

ポーツの普及

及び振興に関

する事業

サッカースクールキッズ（幼

児）・ジュニア（小学生）・シニ

ア（成人）の技術指導及び運

営管理

平成２６年

４月１日か

ら平成２７

年３月３１

日

栗山町及

び空知近

郊地域

7 栗山町及び空

知近郊の幼児・

小学生・一般

成人の男女２９

名

3,811

(2)　その他の事業

定款の事業名 実施月日 実施場所 従事者の人数
支出額

（千円）

スポーツ用品の

販売事業
なし なし なし なし

・クラブチーム運営事業

継続は力なり！過疎が急激に進む田舎町・・・、都会に負けない活動や結果。この街で夢の続きを見続けることが出来

るということを、昨年度は高校生年代が２つの全国大会に出場をし、ひとつはベスト８の成績を残せた。青少年の技術

の向上及び目的達成意欲の向上が達成できたことは評価できる。さらなる向上意欲をもてるようなクラブ組織の充実

化・ハード面の充実化を図れるような努力をし、すべての年代が常に今より上に・・・という活動を続けていきたいと考

えています。一方、少子高齢化という現実にも直面している傾向がある。下記における事業の発展するものの、我がク

ラブチームの『矛盾』とも思える活動には痛みも伴う・・・。生涯スポーツと競技スポーツ。想いは、両輪で進んでいきた

い・・・、結論はでないもののこの矛盾と闘い継続し続けることに意味があると考えているので、焦らず両輪で進んでい

ける活動を目指し創意工夫をしながらスポーツクラブとしての活動を継続していきたい。

・スポーツの普及及び振興に関する事業

サッカーの力、スポーツの力！我々にできることをアイデアを振り絞り、サッカーを中心とした活動から『真』のスポーツ

クラブに発展したという１年であった。２７年度は更なる企画をし、既に他種目の活動を飛躍的に増加させ発展をしてい

る。少子高齢化というネガティブなイメージをチャンスと捉え、子供も高齢者もみんなつながっているという認識の中で、

総合型地域スポーツクラブの可能性を拡げていきたい。地域住民のニーズに応えられるような活動を考え、より多くの

方たちに生涯スポーツに親しみ、運動で健康や笑顔が増えるような街づくりに寄与できるように、上記同様に継続と発

展を焦らずに実施していこうと思います。

事　業　内　容

なし

平成２６年度事業報告書

平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで

特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

2,341,894

204,305

流動資産合計 2,546,199

2 固定資産

660,250

1,580,040

2,447,240

330,146

固定資産合計 5,017,676

資産合計（Ａ） 7,563,875

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

4,100,000

63,559

流動負債合計 4,163,559

2 固定負債

1,695,400

固定負債合計 1,695,400

負債合計（Ｂ） 5,858,959

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 1,418,485

当期正味財産増加額 286,431

正味財産合計（Ｃ） 1,704,916

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 7,563,875

現 金 及 び 預 金

金　額　（単位：円）

平成26年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　貸借対照表
平成27年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要

建　　　　　　　　物

什    器    備    品

長 期 借 入 金

預 り 金

短 期 借 入 金

貯 蔵 品

車　輌　運　搬　具

構　　　築　　　物



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

Ⅰ　資産の部

１ 流動資産

流動資産合計 0

資産合計（Ａ） 0

Ⅱ　負債の部

１ 流動負債

流動負債合計 0

負債合計（Ｂ） 0

Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 0

当期正味財産増加額 0

正味財産合計（Ｃ） 0

負債及び正味財産合計（Ｂ）＋（Ｃ）＝（Ａ） 0

平成26年度　その他の事業に関する会計　貸借対照表
平成27年 3月31日　現在

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

１ 会費収入

正会員 0

賛助会員 0 0

２ 事業収入

クラブ・スクール収入 17,798,827

大会・イベント・遠征会費 2,361,670

その他収入 6,699,203 26,859,700

3 寄付金収入

寄付金 3,567,409

4 補助金収入 1,913,000 5,480,409

経常収入合計（Ａ） 32,340,109

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

コーチ報酬 1,320,000

車両経費 3,778,019

その他事業支出 16,433,081 21,531,100

２ 管理費

給料手当 9,097,260

法定福利費 1,297,134

その他管理支出 128,184 10,522,578

経常支出合計（Ｂ） 32,053,678

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 286,431

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 286,431

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 286,431

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 286,431

増加額合計（Ｈ） 286,431

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 286,431

前期繰越正味財産額（K) 1,418,485

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 1,704,916

金　額　（単位：円）

平成26年度　特定非営利活動に係る事業に関する会計　収支計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要



特定非営利活動法人　サンクスポーツクラブ

　（資金収支の部）

Ⅰ　経常収入の部

経常収入合計（Ａ） 0

Ⅱ　経常支出の部

１ 事業費

その他事業支出 0

２ 管理費

その他管理支出 0

経常支出合計（Ｂ） 0

経常収支差額（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） 0

Ⅲ　その他資金収入の部

その他資金収入合計（Ｄ）

Ⅳ　その他資金支出の部

その他資金支出合計（Ｅ）

当期収支差額（Ｆ）＝（Ｃ）＋（Ｄ）－（Ｅ） 0

前期繰越収支差額（Ｇ） 0

次期繰越収支差額（Ｆ）＋（Ｇ） 0

　（正味財産増減の部）

Ⅴ　正味財産増加の部

当期収支差額 0

増加額合計（Ｈ） 0

Ⅵ　正味財産減少の部

減少額合計（ Ｉ ） 0

当期正味財産増加額（ J ）＝（H)－（ I ） 0

前期繰越正味財産額（K)

当期正味財産合計（ J ）＋（K) 0

平成26年度　その他の事業に関する会計　収支計算書
平成26年 4月 1日から平成27年 3月31日まで

勘　定　科　目　・　概　要 金　額　（単位：円）


